
◎
桜
の
思
い
出

中
学
校
の
入
学
式
で
は

「
サ
ク
ラ
」
を
背
景
に
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た

（
幕
張
・
匿
名
）
。
入
学

の
不
安
を
胸
に
桜
み
ち

つ
な
い
だ
母
の
手
の
あ

た
た
か
さ
（
あ
や
め
台
・

藤
原
健
次
）
。
国
民
学
校

の

1年
生

!ラ
ン
ド
セ

ル
は
な
く
肩
掛
け
の
袋

に
お
下
が
り
の
教
科
書

を
詰
め
て
校
門
前
の
石

段
の
桜
の
下
で
記
念
撮

影
し
た
。

6人
兄
弟
の

3番
目
。
何
で
も
お
下

が
り
で
新
聞
紙
の
よ
う

な
教
科
書
を
切
り
取
り
、

と
じ
併
せ
て
使
っ
た

（
高
洲
・
大
内
健
司
）
。

戦
後
初
の
小
学
校

1年

生
で
し
た
。
桜
並
木
の

道
を
母
と
手
を
つ
な
ぎ

入
学
式
に
の
ぞ
み
ま
し

た
（
検
見
川
・
荒
木
昭

治
）
。
娘
の
入
学
式
は
生

憎
な
お
天
気
。
色
と
り

ど
り
の
傘
が
カ
ラ
フ
ル

で
こ
れ
は
こ
れ
で
華
や

ぎ
、
帰
り
に
雨
に
濡
れ

た
桜
を
バ
ッ
ク
に
パ
チ

リ
（
花
見
川
・
山
浦
瑞

穂
）
。
入
学
式
と
言
え
ば

小
・
中
・
高
と
桜
が
満
開

で
桜
が
祝
っ
て
く
れ
て

る
様
な
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。
今
は
温
暖
化
で

葉
桜
気
味
で
す
ね
（
み
つ

わ
台
・
ぼ
く
ち
ゃ
ん
）
。

桜
の
花
が
咲
く
と
入
学

式
を
思
い
出
し
ま
す

（
打
瀬
・
橋
本
裕
美
）
。

入
学
式
と
言
え
ば
桜
で

す
。
式
の
後
桜
を
見
て

家
族
で
食
事
し
た
楽
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
い

ま
す
（
神
明
・
加
藤
美
代

子
）
。

◎
子
ど
も
の
入
学
式

が
重
な
っ
た

入
学
式
が
重
な
り
、
夫
は

長
男
の
高
校
の
入
学
式

へ
。
私
は
三
男
の
小
学

校
の
入
学
式
へ
。
同
日

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
入
学
式
へ
行
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
（
磯

辺
・
佐
藤
千
鶴
子
）
。
長

女
と
三
女
の
入
学
式
が

重
な
り
、
近
所
の
友
人
に

三
女
の
方
を
頼
ん
だ
ら

小
学
校
入
学
式
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ

る
の
か
と
聞
か
れ
た
事

を
思
い
出
し
た
（
幸
町
・

ば
あ
ば
）
。
子
供
の
大
切

な
節
目
が
重
な
っ
た
年

が
あ
り
、
小
高
同
じ
日
で

家
族
が
分
か
れ
て
出
席

し
た
（
作
新
台
・

h
a
r

u）
。

◎
期
待
と
不
安

憧
れ
の
詰
襟
学
生
服
を

着
て
臨
ん
だ
中
学
校
の

入
学
式
。
小
学
生
か
ら

一
挙
に
大
人
に
な
っ
た

気
が
し
て
と
て
も
嬉
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
受
験
競
争
の

辛
い
思
い
出
も
ど
こ
か

へ
吹
っ
飛
ん
で
い
ま
し

た
（
小
中
台
・
福
田
雅

之
）
。
ち
ょ
う
ど
第
１
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま

れ
た
私
。

入
学
式
の
思
い
出
は
高

校
で
も
中
学
で
も
な
い

今
も
付
き
合
い
が
あ
る

幼
な
じ
み
と
の
小
学
校

の
入
学
式
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
（
小
中
台
・
小
田

由
博
）
。
中
学
の
入
学
式

で
初
め
て
着
た
詰
襟
の

学
生
服
で
緊
張
と
嬉
し

さ
が
同
時
で
し
た
（
小

仲
台
・
木
村
敏
三
）
。
入

学
式
は
ワ
ク
ワ
ク
し
た

思
い
が
あ
り
ま
す
（
天
台

・
山
本
信
夫
）
。
友
達
が

で
き
る
か
不
安
で
か
な

り
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た

事
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
（
花
見
川
・
山
下
盛

雄
）
。
期
待
と
不
安
が
い

っ
ぱ
い
で
緊
張
し
ま
し

た
（
み
つ
わ
台
・
吉
川

洋
）
。
新
品
ピ
カ
ピ
カ
の

体
に
は
大
き
す
ぎ
る
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
鏡

を
見
な
が
ら
早
く
学
校

に
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
待
ち
に
待
っ

た
入
学
式
で
し
た
（
み

つ
わ
台
・
黒
沢
博
子
）
。

入
学
式
は
新
し
い
制
服

に
着
替
え
る
度
に
胸
が

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た

（
西
都
賀
・
小
林
正
和
）
。

入
学
式
は
い
つ
も
不
安

し
か
な
か
っ
た
で
す
。
で

も
ブ
カ
ブ
カ
の
制
服
を

着
て
皆
で
写
真
を
撮
っ

た
り
初
め
て
会
う
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
お
友
達
に

な
っ
た
り
思
い
返
す
と

楽
し
い
こ
と
も
多
か
っ

た
（
幸
町
・
大
浦
穂
乃

香
）
。

◎
子
や
孫
へ
の
願
い

自
分
の
こ
と
は
覚
え
て

い
な
い
が
子
供
の
事
は

今
日
が
始
ま
り
で
無
事

卒
業
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
た
事
を
思

い
出
し
ま
す
（
磯
辺
・
上

林
昭
一
）
。
と
も
か
く
学

校
に
馴
染
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
思
っ
て
い
ま
し

た
（
小
仲
台
・
磯
野
恵

子
）
。
入
学
式
を
見
て
、

立
派
に
成
長
し
た
姿
に

涙
し
ま
し
た
（
四
街
道
・

粟
村
道
生
）
。
小
柄
な
息

子
が
体
と
同
じ
く
ら
い

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
登

校
し
て
い
く
姿
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
（
小
中
台
・

原
田
恵
子
）
。
孫
の
小
学

校
入
学
の
時
「
こ
れ
か

ら
長
い
学
校
生
活
を
し

っ
か
り
や
っ
て
欲
し

い
」
と
心
の
底
で
思
っ

て
い
ま
し
た
（
真
砂
・
小

口
紀
子
）
。
初
孫
が
高
校

に
入
学
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
色
々
な
事
が
以
前

と
変
わ
っ
て
い
ま
す
が

楽
し
く
過
し
て
欲
し
い

で
す
（
打
瀬
・
渡
邉
弘

子
）
。
や
は
り
子
供
の
入

学
式
は
緊
張
し
ま
し

た
。
元
気
に
行
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
と
た
だ
そ

れ
ば
か
り
思
っ
て
ま
し

た
。
不
安
な
こ
と
も
な

く
溌
剌
と
楽
し
そ
う
に

出
か
け
て
い
ま
し
た

（
高
浜
・
林
三
津
子
）
。

◎
地
方
か
ら
上
京

東
京
大
学
の
入
学
式
。

母
が
福
岡
か
ら
１
人
で

飛
行
機
に
乗
っ
て
日
本

武
道
館
に
見
に
来
た
。

当
時
は
若
か
っ
た
の
で

迷
惑
に
思
っ
た
（
打
瀬
・

永
田
克
也
）
。

64年
前
福

岡
県
の
高
校
を
卒
業
し

東
京
の
大
学
に
入
学
。

下
北
沢
に
父
の
会
社
の

子
弟
の
学
生
寮
が
あ
り

そ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た

（
小
倉
台
・
諸
江
勇
生
）
。

大
学
の
入
学
式
で
山
形

の
田
舎
か
ら
東
京
へ
出

て
き
ま
し
た
。
大
学
の

都
合
で
お
茶
の
水
学
生

街
か
ら
八
王
子
市
へ
移

転
。
京
王
線
戦
線
に
ア

パ
ー
ト
を
借
り
母
親
と

2晩
過
ご
し
ま
し
た

（
真
砂
・
田
宮
敏
幸
）
。

◎
ハ
プ
ニ
ン
グ

父
の
急
な
転
勤
で
制
服

が
間
に
合
わ
ず
式
典
が

始
ま
り
、
ブ
レ
ザ
ー
の

中
に

1人
真
新
し
い
セ

ー
ラ
ー
服
姿
。
恥
ず
か
し

さ
と
緊
張
の
為
貧
血
を

起
こ
し
保
健
室
に
連
れ

て
行
か
れ
た
の
で
し
た

（
加
曾
利
・
大
扱
眞
理

子
）
。
盲
腸
に
な
り
高
校

入
学
式
に
は
出
ら
れ
ず

11日
欠
席
し
ま
し
た
の

で
忘
れ
ま
せ
ん
（
朝
日
ヶ

丘
・
横
須
賀
和
男
）
。
長

女
が
小
学
校
入
学
時
直

前
に
水
疱
瘡
に
罹
り
２

～
３
日
遅
く
入
学
し
た

為
、
な
か
な
か
ク
ラ
ス

に
馴
染
め
ず
本
人
は
勿

論
、
私
も
大
変
悩
ん
だ

事
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
（
幸
町
・
松
山
純

子
）
。
大
学
の
入
学
式
は

紛
争
の
影
響
で
周
囲
が

騒
然
と
す
る
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
（
園
生
・

関
直
康
）
。
高
校
入
学
式

直
前
で
校
則
違
反
に
な

ら
な
い
様
に
リ
バ
ー
シ

ブ
ル
コ
ー
ト
の
色
を
ベ

ー
ジ
ュ
か
ら
紺
へ
着
替

え
た
が
見
つ
か
り
補
導

第

1号
の
生
徒
と
な
っ

た
（
宮
野
木
・
田
中
和

紘
）
。

◎
そ
の
他

孫
の
お
気
に
入
り
の
洋

服
選
び
に
付
き
合
っ
た

の
も
楽
し
か
っ
た
。
式

の
当
日
ロ
ン
グ
ヘ
ア
を

左
右
編
み
込
み
し
リ
ボ

ン
で
結
び
、
と
て
も
似
合

っ
て
ま
し
た
。
ニ
コ
ニ

コ
し
な
が
ら
学
校
に
向

か
っ
て
い
く
姿
は
最
高

に
幸
せ
で
し
た
（
高
洲
・

戸
沢
恵
子
）
。
学
校
の
入

学
式
は
全
て
父
親
だ
っ

た
事
を
思
い
出
し
ま
す

（
高
浜
・
村
松
正
江
）
。

母
の
卒
業
し
た
県
立
高

校
を
受
験
し
た
が
１
回

目
は
不
合
格
。
２
回
目

で
合
格
し
た
。
自
転
車

で
３
年
間
通
学
。
無
事

卒
業
出
来
て
す
っ
ご
く

嬉
し
か
っ
た
。
今
年
は

料
理
学
校
に
入
学
し
て

社
会
人
と
し
て
新
し
い

１
歩
を
踏
み
出
し
ま
す

（
真
砂
・
島
名
洸
弥
）
。

子
供
の
入
学
式
が

25年

前
あ
り
ま
し
た
が
あ
と

数
年
し
た
ら
孫
の
入
学

式
が
あ
り
ま
す
。
ラ
ン
ド

セ
ル
を
買
っ
て
あ
げ
た

り
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
が

時
の
流
れ
を
ひ
し
ひ
し

感
じ
ま
す
（
高
洲
・
小
坂

孝
一
）
。
娘
の
大
学
の
入

学
式
に
出
席
し
た
の
が

4年
前
。
時
の
経
つ
の

は
早
く
今
年
就
職
で
す

（
打
瀬
・
松
原
保
司
）
。

78年
前
の
こ
と
、
赤
色

の
し
る
し
を
自
分
の
髪

に
す
る
こ
と
が
規
定
。
私

は
持
ち
合
わ
せ
が
な
く

同
級
生
か
ら
借
り
急
場

を
し
の
ぎ
ま
し
た
。
初

日
の
大
失
敗
で
し
た
。

助
け
て
く
れ
た
同
級
生

が
誰
か
は
不
明
の
ま
ま

で
す
（
黒
砂
台
・
岡
本
和

美
）
。
中
学
校
入
学
式
、

キ
リ
ス
ト
教
系
の
女
学

校
だ
っ
た
の
で
美
し
い

讃
美
歌
で
迎
え
ら
れ
た

の
が
別
世
界
の
よ
う
で

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
（
小
仲

台
・
田
渕
良
子
）
。
大
学

の
入
学
式
の
会
場
で
赤

ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
若
い

女
性
。
赤
ち
ゃ
ん
が
泣

く
の
で
外
に
出
よ
う
と

席
を
離
れ
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
の

入
学
式
だ
っ
た
ん
で
す
。

学
生
結
婚
し
た
ん
だ
と

思
い
な
が
ら
始
め
て
み

た
入
学
式
で
し
た
（
稲

毛
東
・
鎗
目
ト
ク
子
）
。

小
学
校
時
代
、
母
親
達

が
入
学
式
、
卒
業
式
に

和
服
で
参
観
す
る
の
は

珍
し
く
な
か
っ
た
で

す
。
母
親
に
な
り
息
子
ら

の
入
学
式
で
和
服
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
と
画
策
。

長
男
の
中
学
入
学
の
時

は
和
服
は

2～

3人
。
次

男
に
至
っ
て
は
来
賓
の

方
に
間
違
え
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
（
四
街
道
・

松
原
奈
津
子
）
昭
和

37

年
に
あ
る
大
学
の
入
学

式
に
出
席
し
ま
し
た
。

講
堂
に
於
い
て
総
長
の

祝
辞
の
中
で
大
学
の
モ

ッ
ト
ー
は
「
質
実
剛
健

と
情
味
で
あ
る
」
と
述

べ
た
お
言
葉
が
今
で
も

印
象
深
く
心
に
残
っ
て

い
ま
す
（
浜
野
・
柳
沢
範

光
）
。

43年
前
入
社
式
の

朝
、
会
社
の
寮
で
食
べ

た
朝
食
が
や
け
に
美
味

し
か
っ
た
こ
と
で
す
。
期

待
で
わ
く
わ
く
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
（
千
城
台

南
・
高
平
敏
男
）
。
　

　

※
一
部
抜
粋
し
掲
載

先
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ「
入
学
式
の
思
い
出
」

　

3月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
テ
ー
マ
は
「
入
学
式
の
思
い
出
」
で
し
た
。
期
待
と

不
安
、
新
し
い
環
境
に
緊
張
な
ど
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
入
学
式
だ
っ
た

と
振
り
返
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
新
た
な
学
校
生
活
の
第
一
日

目
か
ら
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
…
。

桜
の
思
い
出
・
期
待
と
不
安
・
ハ
プ
ニ
ン
グ
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以
前
か
ら
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
た
千
葉
西
警
察
署

入
口
交
差
点
。
安
全
対
策
と

し
て
３
月
８
日
か
ら
交
差
点

改
良
が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
各
方
面
で
渋
滞

が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
改
悪
に
対
し
て
「
千
葉

市
議
会
自
民
党
無
所
属
の
会
」

は
建
設
局
長
に
要
望
書
を
提

出
し
て
い
る
。

　
週
末
に
は
買
い
物
で
よ
く

こ
の
交
差
点
を
通
る
と
い
う

稲
毛
区
在
住
の
会
社
員
は

「
旧
道
下
り
で
は
過
去
に
経
験

の
な
い
ほ
ど
の
渋
滞
だ
っ
た
。

園
生
・
稲
毛
町
方
面
か
ら

14

号
上
り
へ
の
右
折
時
に
歩
行

者
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
の

は
よ
い
こ
と
だ
が
、
由
緒
あ

る
房
総
往
還
を
交
差
点
改
悪

ま
で
し
て
潰
し
て
し
ま
う
目

的
が
わ
か
ら
な
い
」
と
困
惑
。

ほ
か
に
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
改
悪

へ
の
不
満
の
声
が
多
く
見
ら

れ
た
。

　
花
見
川
区
選
出
の
千
葉
市

議
会
議
員
、
桜
井
た
か
し
氏
（
自

民
党
無
所
属
の
会
）
に
よ
る
と
、

国
は
事
故
多
発
交
差
点
の
早
急

な
安
全
対
策
と
し
て
交
差
点
改

良
を
行
っ
た
が
、
本
対
策
に
よ
り

渋
滞
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
を
把

握
し
改
善
の
必
要
性
を
認
識
。
現

在
、
改
善
方
法
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
「
い
っ
た
ん
国
の
検

討
結
果
を
待
ち
、
今
後
も
大
渋
滞

が
収
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私

た
ち
な
り
に
調
査
を
し
、
具
体
的

な
改
善
方
法
を
提
言
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
」
と
語
っ
た
。

改良が裏目に 千葉西警察署入口交差点付近の渋滞悪化

ＧＷのご予定は？

ク
イ
ズ
の
応
募
方

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
解
き
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
の
順
に
文

字
を
並
べ
て
完
成
す
る

言
葉
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か

メ
ー
ル
に
明
記
し
お
送

り
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
〒

２
６
３
‐
０
０
４
３
千

葉
市
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
～
１
０
０
１

稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ
係
宛
。

※
ご
意
見
等
は
「
読
者
の

声
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
今
月
の
テ

ー
マ

　

G

Wの
ご

予
定

は
？

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
ま
だ
油
断
で
き
な
い

な
か
、
今
年
も
Ｇ
Ｗ
が
や

っ
て
き
ま
す
。
大
型
連
休

に
な
る
方
も
い
れ
ば
、
繁

忙
期
で
お
仕
事
と
い
う

方
も
い
る
の
で
は
？
み

な
さ
ん
の
Ｇ
Ｗ
の
ご
予

定
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

締
切
・
令
和
４
年
４
月

20

日
（
当
日
消
印
有
効
）

今
月
の
賞
品

☆

1等
賞
＝
ク
オ
カ
ー

ド

3千
円
（
２
名
）

☆

2等
賞
＝
図
書
カ
ー

ド
千
円
（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無

臭
ニ
ン
ニ
ク
ア
ホ
エ
ン

（
５
名
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
滑
走

券
（

5組
）

３
月
号
の
当
選
者

★
３
月
号
答
え
＝
「
ハ
ル

ガ
キ
マ
シ
タ
」
☆
１
等
賞

・
ク
オ
カ
ー
ド

3千
円
＝

小
坂
孝
一
（
高
洲
）
村
松

正
江
（
高
浜
）
☆
２
等
賞
・

図
書
カ
ー
ド
千
円
＝
永

田
克
也
（
打
瀬
）
小
田
由

博
（
小
仲
台
）
☆
名
古
屋

製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン
ニ
ク

ア
ホ
エ
ン
＝
橋
村
礼
子

（
小
仲
台
）
粟
村
道
生
（
四

街
道
）
小
口
紀
子
（
真
砂
）

志
村
豊
（
幕
張
）
木
村
敏

三
（
小
仲
台
）
☆
ア
ク
ア

リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
ペ
ア
滑

走
券
＝
渡
邉
弘
子
（
打

瀬
）
関
直
康
（
園
生
）
佐
藤

千
鶴
子
（
磯
辺
）
諸
江
勇

生
（
小
倉
台
）
青
山
和
真

（
小
仲
台
）
【
敬
称
略
】

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ

②赤ちゃん言葉で足のこと

④シンデレラの〇〇〇の靴

⑥スズキ目サバ科マグロ族の魚の総称

⑧日本最大の〇〇半島

⑨稲毛新聞3月号で紹介された〇〇〇鮨

⑩神仏の意思を伺うとされる占い

⑪〇〇⇔しない

⑫持論、主張、言いたいこと

↓タテのカギ

①通常は63円、往復は126円

②今日の次の日

③道が十文字に交わっている所

⑤フランス・ルエルグ地方生産のチーズ

⑦水面の高低運動

⑨各家まで配達してくれること

⑪もともとの意味は療養目的の温泉

⑬〇〇⇔アウト

３
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
答
え

（７）令和４年４月１日発行 稲　毛　新　聞

３
月

25日
に
開
幕
し
た

プ
ロ
野
球
、
千
葉
ロ
ッ
テ

マ
リ
ー
ン
ズ
は
楽
天
生

命
パ
ー
ク
で
の
東
北
楽

天
戦
で
高
卒
ル
ー
キ
ー

の
松
川
虎
生
が
史
上
３

人
目
、
捕
手
と
し
て
高
卒

新
人
の
開
幕
ス
タ
メ
ン

を
果
た
し
た
。
試
合
も
先

発
の
石
川
投
手
が
松
川

の
好
リ
ー
ド
で
７
回
を

３
安
打
無
失
点
の
好
投
、

抑
え
の
益
田
投
手
も
完

璧
な
投
球
で
４

|０
で

快
勝
、
開
幕
戦
を
勝
利
で

飾
っ
た
。
石
川
は
松
川
の

巧
み
な
リ
ー
ド
を
「
得
意

の
シ
ン
カ
ー
を
多
用
し

て
ゴ
ロ
を
打
た
せ
る
リ

ー
ド
は
良
か
っ
た
。
」
と

絶
賛
、
今
後
を
期
待
さ
せ

る
活
躍
を
見
せ
た
。

尚
、
こ
の
日
は
相
手
の
楽

天
の
先
発
捕
手
も
新
人

の
安
田
選
手
で
、
開
幕
戦

で
両
チ
ー
ム
の
先
発
捕

手
が
新
人
だ
っ
た
の
は

２
リ
ー
グ
制
後
は
初
め

て
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
入
場
制
限
を
施

し
て
き
た
プ
ロ
野
球
だ

っ
た
が
３
年
振
り
に
そ

れ
を
解
除
、
多
く
の
フ
ァ

ン
が
詰
め
か
け
た
球
場

で
始
ま
っ
た
。

千
葉

ジ
ェ

ッ
ツ

惜
し

く
も

準
優

勝
に

…
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第

97回
天
皇
杯
は
去
る

３
月

12日
さ
い
た
ま
ス

ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
決

勝
戦
が
行
わ
れ
、
千
葉
ジ

ェ
ッ
ツ
は
川
崎
ブ
レ
イ

ブ
サ
ン
ダ
ー
ス
に

72
|

82で
敗
れ
準
優
勝
に
終

わ
っ
た
。
川
崎
は

5度
目

の
天
皇
杯
優
勝
、
昨
年
に

続
い
て
の
連
覇
に
な
っ

た
。
ジ
ェ
ッ
ツ
は
エ
ー
ス

富
樫
の

19得
点

10ア
シ

ス
ト
の
活
躍
も
勝
利
に

は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

木
更

津
総

合
、

県
勢

悲
願

な
ら

ず
。

　
甲
子
園
球
場
で
行
わ

れ
た
春
の
セ
ン
バ
ツ
大

会
に
出
場
し
た
木
更
津

総
合
（
木
更
津
市
）
は
初

戦
で
山
梨
学
院
（
山
梨
）

に
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

の
末
２
―
１
で
勝
利
し

た
が
、
続
く
２
回
戦
で
金

光
大
阪
（
大
阪
）
に
２
戦

連
続
と
な
っ
た
延
長

13

回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
３

―
４
で
敗
れ
、
期
待
さ
れ

た
千
葉
県
勢
初
の
セ
ン

バ
ツ
優
勝
は
な
ら
な
か

っ
た
。

■
３
月

25日
　
２
回
戦

延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

木
更
津
総
合
（
千
葉
）

０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
２
＝
３

０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
３
＝
４

金
光
大
阪
（
大
阪
）

千
葉
ロ
ッ
テ
松
川
史
上
３
人
目
の
快
挙
！

●
ト
マ
ト
・
胡
瓜
作
り

　
小
さ
い
庭
に
４
月
中

旬
に
連
作
を
嫌
う
の
で

接
ぎ
木
の
大
型
桃
太
郎

の
ト
マ
ト
の
苗
を

10本

植
え
６
月
末
頃
か
ら
約

３
０
０
個
も
収
穫
で
き

る
し
、
胡
瓜
も
同
様
で
７

月
か
ら
８
月
頃
は
食
べ

切
れ
な
い
の
で
近
所
に

配
り
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
流
し
台
の
上
の
端
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
置
き
生

ゴ
ミ
を
入
れ
他
の
１
つ

は
百
円
店
で
買
っ
た
プ

ラ
容
器
を
置
き
野
菜
屑

が
一
杯
に
な
る
と
落
葉

と
精
米
所
で
貰
っ
て
き

た
糠
を
混
ぜ
て
庭
に
穴

を
掘
り
入
れ
て
い
る
の

で
肥
料
に
は
金
が
か
か

ら
な
い
。

　
妻
が
ゴ
ミ
を
捨
て
に

行
く
の
に
野
菜
屑
が
な

い
の
で
軽
く
て
助
か
る

と
喜
ん
で
い
る
し
捨
て

る
ゴ
ミ
の
量
も
減
り
ト

マ
ト
・
胡
瓜
の
肥
料
に
な

り
一
石
二
鳥
と
思
う
。
赤

く
熟
し
て
か
ら
食
べ
る

の
で
味
も
最
高
で
毎
朝

虫
と
枝
芽
を
取
っ
た
り

一
廻
り
し
体
を
動
か
す

の
で
健
康
に
も
役
立

ち
、
自
作
な
の
で
コ
ロ
ナ

の
心
配
も
な
い
。
庭
の
あ

る
方
試
し
て
下
さ
い
。

（
花
見
川
・
岩
井
秀
夫
）

●
反
響
に
び
っ
く
り

　
先
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
に
名
前
が
載

り
稲
毛
新
聞
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。「
見
た
よ
！
」

と
多
く
の
人
か
ら
連
絡

が
あ
り
、
あ
ま
り
の
反
響

の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し

た
。

稲
毛
新
聞
を
読
ん
で
い

る
人
が
大
勢
い
る
ん
で

す
ね
。

（
美
浜
区
田
宮
敏
幸
）

●
大
学
受
験

コ
ロ
ナ
に
ト
ン
ガ
に

大
雪
と
気
を
揉
む
こ
と

の
多
か
っ
た
次
男
の
大

学
受
験
が
終
わ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
１
年
だ
け
で
予

備
校
に
約

80万
、
参
考
書

２
万
程
、
共
通
テ
ス
ト
も

含
む
出
願
料
で
約

40万

の
合
計
約
１
２
０
万
か

か
り
ま
し
た
。
私
立
大
学

は
５
校
の

13学
科
に
出

願
。
８
回
試
験
し
て
合
格

し
た
の
は
２
学
科
、
模
試

で
Ａ
Ｂ
判
定
だ
っ
た
７

学
科
で
不
合
格
、
補
欠
４

学
科
と
い
う
結
果
。

　
私
自
身
は
高
校
も
大

学
も
１
校
し
か
受
験
し

て
い
な
い
し
、
長
男
は
指

定
校
推
薦
で
早
々
と
決

め
て
い
た
の
で
私
立
大

学
一
般
受
験
の
仕
組
み

の
難
解
さ
と
金
が
か
か

り
過
ぎ
る
の
に
は
辟
易

し
ま
し
た
。

　
た
だ
部
長
と
し
て
部

活
を
務
め
上
げ
て
か
ら

の
本
格
的
な
受
験
勉
強

で
も
間
に
あ
わ
せ
る
こ

と
が
出
来
た
事
は
、
親
子

共
々
貴
重
な
体
験
で
あ

っ
た
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
（
四
街
道
　
Ｍ
）

●
募
金
は
強
制
？

　
私
の
住
む
地
域
の
自

治
会
で
は
班
長
さ
ん
が

某
募
金
の
集
金
に
来
ま

す
。
私
は
街
角
の
募
金
活

動
な
ど
に
進
ん
で
募
金

し
て
い
ま
す
が
、
半
強
制

的
な
募
金
は
い
か
が
な

も
の
か
と
疑
問
を
感
じ

ま
す
。
で
も
近
所
の
お
付

き
合
い
上
、
断
れ
ま
せ

ん
。
知
人
の
話
に
よ
る
と

町
内
会
費
の
請
求
の
際

に
最
初
か
ら
募
金
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
自
治

会
も
あ
る
と
か
。
こ
の
よ

う
に
地
域
で
募
金
を
取

り
ま
と
め
る
こ
と
に
、
自

治
会
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ご
存
じ
の
方
が
い
た

ら
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま

た
、
み
な
さ

ん
の
自
治
会

で
は
募
金
は

ど
の
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
か

？

　
（
ま

ー
さ

ん
）

●
楽
し
み
で
す

　
毎

月
、
稲

毛
新

聞
が

楽

し
み
で
す
。
特
に

飲
食

店

の
紹

介
は

家
族
で
出
か

け
る
際
に
参
考
に
し
て

い
ま
す
。
バ

ス
ツ

ア
ー
な

ど
身
近
な

情
報
も
よ
か

っ
た
で
す
。

　
（
ら

ん
ま
る
）

●
ハ
ガ
キ
・

F
A
X・

メ

ー
ル
で
み
な
さ
ん
の
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

木
更
津
総
合
は
連
続
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
敗
退

第307号


